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H27.7.31 現在 全市の人口 59,389 人、65 歳以上 16,581 人－高齢化率 27.9％

65 歳以上～75 歳未満 9,464 人－15.9％、75 歳以上 7,117 人－12.0％

『行為の意味』 ～宮澤章二（みやざわしょうじ）

あなたの〈こころ〉はどんな形ですか

と ひとに聞かれても答えようがない

自分にも他人にも〈こころ〉は見えない

けれど ほんとうに見えないのであろうか

確かに〈こころ〉はだれにも見えない

けれど〈こころづかい〉は見えるのだ

それは 人に対する積極的な行為だから

同じように胸の中の〈思い〉は見えない

けれど〈思いやり〉はだれにでも見える

それも人に対する積極的な行為なのだから

あたたかい心が あたたかい行為になり

やさしい思いが やさしい行為になるとき

〈心〉も〈思い〉も初めて美しく生きる

それは 人が人として生きることだ

★☆ 役員会からのお知らせ ★☆

（1）会員事業所従業員数に関する調査について

当協議会は、平成１８年１０月２１日に５２事業所でスタートし、来年で１０年目

を迎える現在は８８事業所となりました。そこで現在市内事業所で働く職員数を調べ

ることとなりましたので、ご協力をお願いいたします。

●調査期間： 本日～９月３０日（水）

●調査内容： ６ｐ別添調査票の通り

●提出方法： 調査用紙記載後、ＦＡＸまたはメールで所属部会長まで提出先へ

お願いします。

市内のある小学校４年生の廊下に貼っ

てあった詩です。こども達の思いやりや優

しい気持ちが、たくさんのあたたかい行為

となって、ここ北広島で生まれ広がってほ

しいと願います。

広報部会 Ｋ



★☆ 会員事業所交流会のお知らせ ☆★

交流会を下記日程にて実施しますので、親子揃って多数ご参加ください。なお、申込

みなどの詳細は後日ご案内いたします。

◆日時：１１月１３日（金） １９時～２１時

◆場所：北広島団地地域サポ－トセンタ－ ともに 体育館

◆内容：チーム対抗ミニ運動会。種目などは通所部会部会

長を中心に市内デイサービスの精鋭職員が計画中

◆定員：１００名（予定）

【昨年様子】

★☆ 地域部会のお知らせ ★☆

皆さんこんにちは、今回の担当は、きた高齢者支援センターです。

現在、きた高齢者支援センター圏域内で「おれんじカフェ（認知症カフェ）」が２か所

で始まります。関係者のみなさまのご協力をいただきながら準備をすすめていますので

ご紹介させていただきます。

【認知症カフェとは】

厚生労働省から発表されている、認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）の７

つの柱の内の１つである「認知症の人の介護者への支援」で認知症カフェの設置が位置

づけられ、北広島市高齢者保健福祉計画・第６期介護保険事業計画でも、地域支援体制

の構築の「認知症施策の推進」の中で、認知症カフェが位置づけられております。

認知症カフェは、認知症の人とその家族を支える事業で、今年、西の里地区と共栄地

区で開催されます。

北広島市ではこの認知症カフェ改め、「おれんじカフェ」という名称で開催されます。

【なぜ「おれんじカフェ」と名称を変えるのか】

認知症の方やその家族が安心して外出できる場所として、認知症という言葉が付くと

行きづらいイメージを持たれる方もいらっしゃると考え、「オレンジプラン」や「オレン

ジリング」から言葉をもらい、「おれんじカフェ」として展開することになりました。

また、西の里地区は聖芳園が事務局として地域の集会所で、共栄地区はライフサポー

ト北広島が事務局となり施設内でそれぞれ開催します。

それぞれ事務局はありますが、「おれんじカフェ」は運営委員会方式で地区内の事業所

の方や地域のボランティアの方々にもご協力いただきながら運営していきます。



【各地区の日程】

◎西の里おれんじカフェ（７ｐちらし参照）

・日 時： 毎月第２水曜日 １３：３０～１５：３０

・場 所： 西の里会館 集会室（西の里南１丁目２－２）

・参加費： お一人様 １００円（お茶菓子代）

・申込み： 開催日の１週間前までにご連絡下さい。

・今年度予定：９/９（水）、１０/１４（水）、１１/１１（水）、１２/９（水）、

１/１３（水）、２/１０（水）、３/９（水） 計 ７回

・問合先： 聖芳園内、おれんじカフェ担当の木村さんまで／TEL:３７５－３１２６

・運営委員： 西の里恵仁会病院 村松さん、グループホームあさひの家北広島 畠山さ

ん、グループホーム紅葉館 菊地さん、聖芳園指定居宅介護支援ステーシ

ョン 松浦さん、きた高齢者支援センター 粥川さん、聖芳園デイサービ

スセンター 木村さん

◎東部北おれんじカフェ（８ｐちらし参照）

・日 時： 毎月第２土曜日 １３：００～１５：００

・場 所： ライフサポート北広島（共栄町４丁目１１－１）

・参加費： お一人様１００円（お茶菓子代）

・申込み： 当日直接会場にお越し下さい。

・今年度予定：１０/１０（土）、１１/１４（土）、１２/１２（土）、１/９（土）、

２/１３（土）、３/１２（土） 計 ６回

・問合先： ケアプランセンターすずらん内、担当の北村さん、宮崎さん、池上さんまで

TEL:３７６－６６７７

・運営委員： ケアプランセンター東部緑の苑 足立さん、茶話本舗デイサービスきたひ

ろ東共栄 染野さん、きた高齢者支援センター 粥川さん、ライフサポー

ト北広島 北村さん・宮崎さん・池上さん

私ごとではありますが、今年の４/１より、きた高齢者支援センターで社会福祉士とし

て働いております。働き始めて早いもので４ヶ月が経ちました。高齢者支援センターで

働くのは今回初めてで、勉強の毎日です。今、ようやく周りや地域にどういう方がいて

高齢者支援センターでどういう事をやっているのかわかってきたような段階ですが、皆

様にご迷惑を掛けないように日々努力していきたいと思っております。

北広島市はサービスネットなどを通して、事業所同士協力し合いながら、福祉に力を

入れて頑張られている地域であると感じております。私もその一人として、これからも

皆様と一緒に頑張らせて頂きたいと思いますので、今後ともよろしくお願い致します。

北広島市きた高齢者支援センター 久保田直樹



★☆ 市役所高齢者支援課からのお知らせ ★☆

高齢者支援課が、北広島市高齢者保健福祉計画・第６期介護保険事業計画における、

基本目標「介護予防と自立支援」の実現を目指すために「地域包括ケアシステム構築」

に関する講演会を開催します。

事前周知のため、開催日はまだ先ですが是非職場のお仲間をお誘いの上ご参加くださ

い。お待ちしております。

●日 時： １１月８日（日） １３時～１５時（１２時～受付）

●場 所： 北広島市芸術文化ホール 花ホール

●テーマ： 「健康長寿に必要な高齢者医療の知識～地域包括ケアのために～」

●講 師： 東京大学医学部付属病院 老年病科 科長（教授） 秋下 雅弘 氏

●参加費： 無料

●対 象： 一般住民、医療関係従事者、福祉関係従事者

※講演会に関する詳細は、広報北広島１０月１日をご覧下さい。

★☆ 社会福祉協議会からのお知らせ ☆★

（1）赤い羽根共同募金付きのまいピーバッジについて

共同募金委員会では、昨年から５００円以上の募金していただいた方に商工会キャ

ラクターのまいピーをモチーフにした募金付きバッジ（製作費２３４円・募金額２６

６円）を差し上げて募金活動にご協力をしていただいております。

今年は平成１９年に市内で空手の国体競技が実施され１０年目を向かえ最終年とな

ることから、まいピーが空手着を着用したバッジを作成しました。（個数限定）

※赤い羽根共同募金は、学校教育、障がい者やお年寄りの福祉サービス、

市民が福祉活動に積極的に参加できるような環境づくりのための資金

確保を目的として行なわれております。

（2）社協公用封筒への広告について

今年から社協封筒の裏面に市内社会福祉法人等の広告（有料）を印刷した封筒を作

成して、市民のみなさんや福祉関係者の方々の文書郵便に利用しております。

つきましては、広告掲載を希望されます法人または事業所がありましたらご連絡願

います。なお、印刷代を社協に支払う広告掲載方法と、法人等で社協の封筒に広告を

印刷して納品する方法等がありますので、お気軽にご相談ください。

【社会福祉協議会（（1）担当：柴田・（2）担当：向島）ＴＥＬ：３７２－１６９８】



★☆ 公開講座の報告 ★☆

『救急救命研修』に出席して

北広島団地地域サポートセンターともに 中川浩一

６月１９日（金）、北海道ハイテクノロジー専門学校（恵庭市）救急救命士学科の学生

さん３５名（将来の救急救命士）を講師として招き救急救命講習を開催しました。研修

当日、会場となった「ともに体育館」には、市内各事業所から１２０名の職員が集まり

救急時における対応を学びました。

今回の研修内容は、１）心肺蘇生の技能習得、

２）ＡＥＤの理解と正しい使用方法、３）誤嚥

時の対応でしたが、参加された皆さんは真剣に

講師のお話しを聞き実技に取り組んでいました。

救急救命研修は、各事業所においても定期的

に開催されていると思いますが、何度受講して

も「これで大丈夫」という気持ちにはなかなか

ならないものです。今回学んだことが有事の際に少しでもお役に立てばと思います。

★☆ その他 ★☆

（1）「福祉機器活用法」セミナーについて

高齢者支援課から事務局宛に、標記セミナーに関する案内がありましたのでご連絡

いたします。

◆日 時： ９月１７日（木） １８：３０～２０：３０

◆場 所： 札幌市社会福祉協議会 ４階会場

◆講座名： 岡田しげひこ先生のこれで安心！「福祉機器活用法」セミナー

◆講 師： 非特定営利活動法人ＨＰＴ統括部長 岡田しげひこ 氏（理学療法士）

◆対 象： ケアマネジャー、福祉用具専門相談員、リハビリ専門職など

◆詳細は、９ｐちらしを参照して下さい。



  会員事業所従業員数に関する調査について  

　・調査対象： 会員事業所
　・調査期間： ８月２８日（金）～９月３０日（水）
　・調査内容： 下記の通り
　・提出方法： 調査用紙記載後、所属部会長へＦＡＸまたはメールで提出をお願いします。

事業所名

従業員総数 高齢者支援センター 名 居宅療養管理指導 名

（　　　　　　）名 居宅介護支援事業所 名 特定施設入居者生活介護 名

訪問介護 名 認知症対応型通所介護 名

訪問看護 名 認知症対応型共同生活介護 名

通所介護 名 小規模多機能型居宅介護事業所 名

通所リハビリテーション 名 介護老人福祉施設 名

短期入所生活介護 名 介護老人保健施設 名

短期入所療養介護 名 訪問リハビリテーション 名

福祉用具貸与 名 介護療養型医療施設 名

有資格等 相談員（社会福祉士等） 名 理学療法士 名

ケアマネジャー 名 作業療法士 名

介護福祉士 名 言語療法士 名

ヘルパー（１級・２級） 名 歯科衛生士 名

介護職（無資格者） 名 柔道整復士 名

医師 名 調理師 名

看護師 名 事務職 名

保健師 名 その他（　　　　　　　　） 名

栄養士 名 その他（　　　　　　　　） 名

　※一人で資格を複数保有する職員は、主となる資格を記載してください。

ご協力ありがとうございました。




